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Ⅴ．特記事項 

 

1．島津製作所からの支援による大学教育の充実 

本学は医療用 X 線装置を日本で初めて開発し商品化した島津製作所の島津源蔵が、医学

界の要請を受けて昭和 2 年（1927）設立した島津レントゲン技術講習所が礎となっている。

以降、「専修学校」「専門学校」「京都医療技術短期大学」「京都医療科学大学」と変遷

するが、一貫して設立母体である島津製作所から本学の発展のため数多くの支援を受けて

いる。 

最近では返還が不要な給付型奨学金制度「島津奨学金」の資金提供や、X 線撮影装置、

透視台、モバイル撮影装置、超音波診断装置などの実習設備の寄付、海外交流のための資

金援助など本学の教育環境や教育内容の充実のために幅広い支援を受けた。 

また、島津製作所の仲介によって始まった海外の大学との提携も多く、島津製作所は本

学の海外交流活動の発展にも寄与している。 

2．充実した実習設備と学修環境 

本学の創立 90周年事業として 2017年に新設した新棟には、放射線実験実習室、コンピ

ューター演習室、学生が自由に勉学に利用できるラーニングコモンズなどを設置し、従来

の学修環境を一新した。 

放射線実験実習室には最新鋭の診断装置が設置され、学内で大学病院や大規模な総合病

院と同じような機器を使って実習を受けることができるのは本学の大きな特長である。本

学の設備と診療放射線技師の職務を経験した教員や、放射線科の医師である教員による指

導により学生は最新の知識・技能を身につけることができる。 

図書館や自習室の他に、学生がグループで勉学できる場として、ラーニングコモンズや

学生食堂が学生に開放されており、自主的な勉学の場として活用されている。 

3．充実した学友会活動 

本学が設立された翌年の昭和 3年に学友会が設立され、会員は「京都医療科学大学」と

その前身の「京都医療技術短期大学」「専門学校」「専修学校」の卒業生で構成されてい

る。全国各地に２４の支部が設置され、会員総数はこれまで 4,000 名を超えている。各施

設で指導的立場にある本学卒業生も学友会員の中核として活動しており、本学の在学生は

学友会のネットワークを通じ、就職活動や就職後のアドバイスなどを受けることができる

ことは本学の大きな特色である。 

学友会は定期的な支部総会などで会員同士の情報交換を行うととともに、本学のオープ

ンキャンパスにも積極的な支援を行っている。職業としての「診療放射線技師」の魅力や、

具体的な仕事内容、本学での学びなどについての講演や本学設備を使った装置説明を行い、

本学の魅力を高校生に伝える良い活動となっている。 

 

 

 


